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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

育児と高齢者介護を支援する性別役割分業を超えた社会的システムの形成(第7･)

一中国・四国地域における高齢者介護に関する調査を通してー
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［目的］女性の被雇用労働を保障し、可能な限り、在宅で高齢者介護も可能となるための

課題を検討するために、中・四国地域において高齢者の介護に関する調査を行った。

［方法］山口県、岡山県、広島県、島根県、徳島県の在住者を対象に、市の高齢福祉課、

在宅介護支援センターおよび市の社会福祉協議会に依頼し、調査可能な者を選定した上で、

調査票を郵送し回収した。有効回収数は249 名、調査期間は1996年９月～10 月である。

［結果］1. 全調査対象者のうち在宅介護者は９割を占め、その３割が雇用労働者であり、

うち６割が常勤、4 割がパートであった。そして、介護のために離職した者は、約３割で

あった。2. 要介護者のADL 、問題行動および障害は、雇用労働者の方が無職の者より

も良い状態であるが、勤務形態別ではＡＤＬの差がなかった。しかし、問題行動および障

害は、勤務形態別で差があった。3. 福祉サービスや生活用具の給付の利用者は、無職の

者の方が多く、勤務形態別では常勤の者の方が多い。4. 雇用労働者は家庭内での協力を

得ているが、公的福祉サービスや公的制度の充実を最も多く要望し、在宅介護の継続を希

望している者が多い。
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一中国・四国地域における高齢者介護に関する調査を通してー
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［目的］ 高齢者の介護を行いながら働き続けるためには、如何なる社会システムを構築す

べきか、またソフト面での対応策は如何にあるべきかなどを模索した。

［方法］ 中国・四国地域５県（山口・岡山・広島・島根・徳島）の女性被雇用者について

「高齢者の介護に関するアンケート調査」を行い統計的考察を加えた第７報に続き、有効

調査数の内、特異な事例を中心に、各例が平均的事例に近づくためには如何なる物的・人

的支援体制が求められるかを検討した。要介護者をＡＤＬ：日常生活自立度で介助度合い

により４段階に分類し、軽度から重度に向かわせた。一方、生活面での福祉用具の設置に

よる介助力を、てすり、杖から次第に高価な設備：段差解消、車椅子、ギャッジベッドな

どと重度介護に向かわせた。そこに、基本的介助ケアを事例毎にプロットし、特異事例と

対比させた。

［結果］1. 在宅介護を支える、例えば、階段昇降機設備は重度介助への対応であり、こ

れは、経済力で置き換えうる。在宅介護にマンパワーを欠く際に、福祉機器の基盤整備が

mi れる所以である。2. 機器使用に際しては、学習による安全性の確保と緊急時通報装

置が求められる。3. 人的支援では、ホームヘルパーによる介助への期待の大きさが認識

された。4. 家族の協力・とりわけ配偶者の理解が在宅での介護と職業生活の両立に不可

欠であり、家庭生活の安定、ひいては人権も確保される。以上、財政的制約の高まりの中

で、働きながら在宅介護を担う女性への支援とは、基本的ケアサービスの維持と生活の質

的ニーズの高まりの中での、地域の横のネットワークづくり、ボランタリーな介護支援に

よる地域コミュニティサービスのシステムイtカ｛求められる。
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